
 

 
 

 

 

稲沢４Ｈクラブは第４７回いなざわ植木まつりに参加

し、農産物の販売を通じて、地元農業のＰＲを行いました。

行事当日は、稲沢４Ｈクラブ員７名が参加し、自分たちが

生産したイチゴやキャベツ、タマネギ等を出品しました。 

稲沢４Ｈクラブは毎年、本行事へ参加しています。前年

は販売した農産物が地元産か分かりづらかったという意

見が上がったため、今年は新たに地元産であることを記し

たポップを作成しました。作成にあたっては、商品のア

ピールポイントや、自分たちの生産した農産物への思い

など、どういった内容を掲載するかクラブ員が意見を出し合い、農業改良普及課がまとめました。 

消費者に地元産の野菜をＰＲした結果、好調な売れ行きで、開催時間内に用意したすべての商

品が完売しました。 

 

 

 

 

 

カーネーション出荷組織「知多フロリーダ」では、白花を染

色液でカラフルに染め、“レインボーカーネーション”として

出荷しています。昨年から、集荷場での染色作業が可能となり、

今年は母の日に向け約 12,000 本を出荷しました。農業改良普

及課は重点課題に位置付け、染色に用いる白花品種「ムーンラ

イト」の安定生産を指導しています。 

知多フロリーダでは、４年前からレインボーカーネーション

の出荷を始めました。色合いもカラフルで、見栄えすることか

ら高値で販売されています。当初は生産者が個別に染色作業を

実施していましたが、手間と時間がかかるため、母の日前の繁

忙期に負担となっていました。昨年、集荷場のパート従業員に

よる作業体制を整えたことで、生産者の負担も軽減し、安定的

に出荷できるようになりました。 

 

 

 

知 多 母の日に向け、カラフルに染めたレインボーカーネーションを出荷

と き 

ところ ＪＡあいち知多 アグリスフラワーポート（常滑市） 

令和元年５月１日～５月１０日 
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尾 張 稲沢４Ｈクラブ、いなざわ植木まつりで地元農業のＰＲ 

と き 

国府宮神社参道（稲沢市国府宮） 

平成３１年４月２９日（月） 

ところ 
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本部会の若手４名が中心となり、刈谷市の農畜物特産化補

助事業を活用し促成スイカの共同管理ほ場を約20a設置しま

した。技術交流を目的とした、試験的な取組の展示・実証ほ

場として活用していきます。今年度の取組については、農業

改良普及課、若手生産者、ＪＡで検討し、省力化のためのミ

ツバチ授粉技術について実証を進めています。 

スイカの産地である刈谷市北部地域では、高齢化が進む一

方で若手が増えていて、技術習得と面積拡大のための省力化

が課題となっています。そうした中、30～40 代の若手４名（後

継者１名、新規就農者３名）が有志で共同管理ほ場の取組を始めました。４名は産地の次世代の

担い手としての意識が高く、積極的にベテランから技術継承をするとともに、ほ場の共同管理に

より相互の技術研さんにつなげる考えです。 

この動きを後押しするため、農業改良普及課は重点課題に位置づけ試験設計や調査、調査結果

の取りまとめなど技術的な支援を行います。刈谷市は試作展示ほ設置委託の予算化、ＪＡは部会

の事務局として展示・実証ほの情報共有を図るなど、関係機関が一体となりこの取組を支援しま

す。 

 

 

 

 

 

豊田市茶業組合が、新茶の手もみ講習会を開催しました。茶畑近くのこども園の園児 44 人が

参加し、新茶の茶摘みと、古くからの製法である手もみの技術を組合員から教わり体験しました。

参加した園児は、「茶摘みは初めてで楽しかった。お母さんと一緒に新茶を飲みたい。」と笑顔

を見せていました。豊田市の太田稔彦市長も参加し、豊田茶をＰＲしました。 

組合は 30 年以上もの間、食の大切さを学ぶ茶育を目的にこの講習会を開催しています。農業

改良普及課は、講習会の運営に対して助言を行ってきました。籔押通之組合長は「豊田の茶をＰ

Ｒする良い機会になった。暖冬の影響で生育が早まると思われたが、４月に入って想像以上に冷

えたため、平年並みの収穫期を迎えそう。組合全体で高品質のお茶を作る努力をしていきたい。」

と話しました。 

豊田市では、上郷、高岡地区を

中心に約 50ha で茶が栽培されて

おり、主に、抹茶の原料となるて

ん茶が生産されています。また、

一部煎茶を作っており、「とよた

茶」ブランドとして市民に親しま

れています。 

西三河 次世代の担い手が団結!!刈谷の促成スイカ 

と き 

ところ ＪＡあいち中央刈谷露地園芸部会（16 名） 

平成３１年４月１２日（金） 
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と き 

ところ 石川製茶工場（豊田市豊栄町） 

平成３１年４月２６日（金） 

豊田市長と園児らが新茶の手もみを体験 豊田加茂 
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ＪＡひまわりいちご部会のあぐりログ研究会が、平成 30 年度の活動結果の総括となる検討会

を行いました。環境モニタリング装置｢あぐりログ｣で得られた環境データ、生育調査結果、収量

を比較し、収量増加に向けた適切な栽培管理について活発に意見交換しました。平成 31 年度は、

同一品種で比較調査し、さらに栽培技術が向上するよう研究会活動に取り組みます。 

当研究会は中ブロックに１組織（平成29年度発足、会員６名）、西ブロックに１組織（平成30

年度発足、会員６名）の合計２組織12名で活動を行っており、それぞれの研究会活動と相互の情

報交換を通して活動を進めてきました。 

研究会発足当初は、環境データと生育調査結果の比較のみで

したが、平成30年度はハウスごとの収量も調査項目に加えて比

較しました。収量の高い生産者の栽培管理がデータで示され、

それぞれの研究部員が自らの栽培管理を見直し、収量増を目指

すようになりました。 

農業改良普及課は研究会の生育調査や各種データの取りまと

め、活動内容の企画・提案を行っており、今後も関係機関と連

携し、研究会活動の活動支援を実施していきます。 

 

 

 

 

 

渥美半島のアジサイをブランド化して、全国に負けない産地を

作ることを目的として、田原市のアジサイ生産者で構成される「渥

美アジサイ研究会」が発足しました。知識や技術の共有、栽培レ

ベルの底上げを図るとともに、県農業総合試験場が行うアジサイ

の育種について産地として協力していきます。 

田原地域では多様な鉢物が生産されているため、ＪＡの出荷部

会では品目ごとの勉強会は開かれていません。そこで、アジサイ

の生産者らが有志で研究会を組織しました。 

初顔合わせとなる第一回の会議では、アジサイ生産者 26 名が集まり、今後の運営方針につい

て話し合いを行いました。農業改良普及課が、農業総合試験場でアジサイの育種を開始すること

について説明すると、生産者らは試験場の取組に協力し、その品種を生産する産地になっていく

方針で合意しました。 

今後の活動について、参加者からは「視察に行きたい」、「勉強会を行いたい」など活発な意見

が出され、有意義な会議となりました。 

東三河 ＪＡひまわりイチゴあぐりログ研究会が活動を年間総括 

と き 

ところ ＪＡひまわり中部営農センター（豊川市三谷原町） 

平成３１年４月２６日（金） 
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田 原 渥美アジサイ研究会が発足！！ 

と き 

ところ 田原農業改良普及課（田原市） 

平成３１年４月１１日（木） 
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